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第25回 「税に関する絵はがきコンクール」
中国税理士会福山支部長賞

福山市立野々浜小学校　岩田  英士さん

第25回 「税に関する絵はがきコンクール」
福山市租税教育推進協議会代表幹事賞

ぎんがの郷小学校　多賀  桜さん

第25回 「税に関する絵はがきコンクール」
福山市議会議長賞

ぎんがの郷小学校　張本  美来さん

第25回 「税に関する絵はがきコンクール」
福山市教育委員会教育長賞

福山市立新涯小学校　片岡  千遥さん
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法人会の理念

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である

【目　的】
本会は、税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、

もって適正・公平な申告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与すると共に、
地域企業と地域社会の健全な発展に貢献することを目的とする。

【実施事業】
目的を達成するため、次の事業を行っています。

福山法人会の歩み
本年で創立5９年　法人化５０年　公益法人移行化1４年

昭和４２年６月13日

昭和51年5月26日

平成24年４月１日

創立「福山法人会」

社団法人化「社団法人　福山法人会」

公益法人に移行「公益社団法人　福山法人会」

（1）税知識の普及を目的とする事業
（2）納税意識の高揚を目的とする事業
（3）税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業
（4）地域企業の健全な発展に資する事業
（5）地域社会への貢献を目的とする事業
（6）会員の交流に資するための事業
（7）会員の福利厚生等に資する事業
（8）その他、本会の目的を達成するために必要な事業

公益社団法人 福山法人会の紹介

令和8年3月末会員数
正会員数

準会員数

法人賛助会員

個人賛助会員　　

合計会員数

3,794

1,109

34

86

5,023

（社）

（社）

（社）

（人）

（社・人）
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柿原会長あいさつ

公益社団法人 福山法人会

柿原　博樹会長

　会員の皆様方におかれましては、ますますご隆盛

のこととお慶び申し上げます。また日頃より法人

会活動にご尽力いただいておりますことお礼申し

上げます。

　福山法人会は、昭和４２年に創立され、昭和５１

年に社団法人化、そして平成２４年３月に公益社団

法人としての認定を受け、税に関する事業、地域

経済、社会の活性化に関する事業等々、積極的に

活動してまいりました。企業の健全経営を支える

税知識については、各種研修会、セミナー、情報誌を通じて、色々な手立てを講じ

ながら、公益・地域貢献・租税教育などへ積極的な事業展開を行っています。

　特に、我が国の将来を担う子供たちに税を正しく認識してもらうとともに、税の

ことを考える機会として開催しています『税に関する絵はがきコンクール』、租税教室

の開催は、大きな成果をあげてきました。また新たに「税収の増加」と「医療費の適正

化」の観点から、法人会ならではの、健康経営の推進に取り組むため、健康経営委員

会の設置をいたしました。これからも役員、会員の皆様方と力を携えて、様々な工夫

のもと新しい事業にチャレンジし、力強く歩みを進めてまいります。

　ところで皆様は、全国法人会総連合が発行する季刊誌『ほうじん』をご愛読されて

いるでしょうか。本年、春号（７３２号）と夏号（７３３号）に連続して福山法人会

関連の記事が大きく掲載されました。春号には、福山法人会とこの地域の紹介、最新

の夏号には、全国女連協会長を務める村上康恵さんを含むトップ鼎談の記事に多く

のページを割いています。是非、ご覧になってください。

　また、当会の財政基盤をより強固にするための会員拡大にも注力しています。全国

有数の大型法人会として、全国各地の法人会のお手本となるような活動を展開でき

たら、素晴らしいことだと考えています。

　最後になりましたが、皆様方のご健勝をお祈りするとともに、今後もお力添えを

賜りますようお願い申し上げご挨拶とさせていただきます。

２０２６年（令和８年）６月３０日

公益社団法人 福山法人会 会長　柿原　博樹
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柿原会長によるあいさつ

渡辺広島県東部県税事務所長による祝辞

村上副会長によるあいさつ

菊池福山税務署長による祝辞

枝広福山市長祝辞（代読 花村参事）

内海名誉会長による懇親会あいさつ

　令和８年６月２２日（月）福山ニューキャッス
ルホテルにて、公益社団法人福山法人会の通常
総会を開催しました。
　冒頭に会員関係物故者の御霊に心からの黙祷
を捧げました。引き続き柿原会長より総会開会
のあいさつがあり、その後司会の小川常任理事
より出席者数および提出された議決権行使書・
委任状の合計が定款所定の定足数を満たしてい
る旨の報告があり、本総会が有効に成立してい
ることを宣言しました。

　その後、定款第１５条の規定により柿原会長
が議長となり議事が進行され、第１号議案「令和
７年度決算報告承認の件」・第２号議案「外部理
事選任の件」が可決承認されました。また報告事
項として令和７年度事業報告・令和８年度事業
計画・令和８年度収支予算が報告されました。
すべての議事が終了し、功労者の表彰状贈呈式
を行い、この日の総会を終えました。なお、特別
講演会として明治大学教授の齋藤孝氏をお招き
し、講演をいただきました。

第１５回通常総会を開催
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役　　職 氏　　名 法　人　名
青年部会役員名簿

部　会　長
副部会長
副部会長
副部会長
副部会長
副部会長
運営専務
総括幹事
幹　　事
幹　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

㈱鞆スコレ・コーポレーション
㈲エルフォルグ
㈱フジイ大理石工業
㈱備後ムラカミ
宝和ホールディングス㈱
㈱サンエス
㈱ハクスイ
青葉出版㈱
㈱徳岡伝統建築研究所
㈲柿原銘板製作所
㈱広島ヤマニシ
㈱サトケン
㈲オリーブハウス オリーブハウス千田
㈱SOPAKかねみつ
㈱岩本不動産
富野機工㈱
㈲ゴトウ工房
㈲安原商会
㈱青陽社
ハマ不動産㈱
梶原化学工業㈱
㈱ロポロデザインクリエーション
松坂産業㈱
㈱経済リポート
㈱仲心
神辺不動産㈱
㈱エースシステムズ
占部水産㈱
（同）legato
大福ホーム㈱
福山電業㈱
㈲ホームリビング
㈱重政商店
㈱プランサーバー
㈱吉久
㈲東看板店
㈱藤井油圧工業商会
（宗）福山八幡宮
㈱イケダボルト

村上　達彦
栗原　裕典
藤井　惠太
村上　恭久
藤本　　俊
佐藤　大起
山田　芳正
村上　勇介
德岡　　旭
柿原　圭介
西岡　芳仁
佐藤　泰之
甲斐　淳芳
金光　宗一郎
岩本　　徹
野口　一郎
後藤　和幸
安原　武宏
森下　順平
濱畑　亮太
梶原　庸央
大西　脩冊
松坂　　篤
高橋　真木
工藤　将大
藤井　仁士
岡田　祥平
占部　拓志
塩出　喬史
小林　孝章
島田　宗輔
畑　　明宏
重政　憲男
村上　弘毅
吉本　武史
東　　晃弘
藤井　謙佑
吉川　泰正
池田　義明

名誉会長
会　　長
副　会　長
副　会　長
副　会　長
副　会　長
副　会　長
副　会　長
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
監　　事
監　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

役　　職 氏　　名 法　人　名 役　　職 氏　　名 法　人　名
内海　康仁
柿原　博樹
藤本　慎介
金光　憲正
柿原　邦博
横藤田　晋
榊原　哲也
村上　康恵
小川　秀久
藤井　宗武
織田　誠二
近本　陽一
今田　徹男
西村　啓二
喜多村　祐輔
佐藤　卓己
小川　正義
大目　憲正
藤井　義三
赤木　　茂
岡﨑　　隆
越智　寛高
池上　和寿
博多　充宏
赤松　俊治
松本　　健
廣畑　治久
藤井　裕康
北野　仁康
重政　義文
宮本　大輔
佐藤　大悟
宮地　洋次
島田　　斉
今城　邦義
松本　勝彦
吉川　純弘
井上　康一
原田　憲太郎
柏原　　弘
荒木　栄作
栗原　裕典
大村　洋司
宇根　智久
木下　博雄
中根　洋一
前田　直秀
水主川　嘉範
渡辺　本基
松浦　輝幸
内海　由子
村上　達彦
宮谷　ゆかり

光和物産㈱
㈲柿原銘板製作所
㈱フューレック
㈱SOPAKかねみつ
柿原工業㈱
㈱伸友
㈱榊原商店
㈱鞆スコレ・コーポレーション
㈱ストリーム
藤井商事㈱
㈱共栄店舗
㈱福山臨床検査センター
共和工業㈱
㈱都市環境研究所
丸加ホールディングス㈱
㈱サンエス
外部監事
㈱大目商店
フクデン工業㈱
光和化成㈱
㈱オーザック
㈲青葉設計事務所
㈲池上モータース
㈱扶桑商会
㈱アカシン
メック広島㈱
広島ガス東中国㈱
㈱藤井油圧工業商会
共和実業㈱
㈱重政商店
㈱三共冷熱
二葉印刷㈲
㈱福山臨床検査センター
福山電業㈱
㈲日興電気工事店
松本ギフト㈱
吉川管工㈱
㈱くるま生活
瀬戸内スチール㈱
㈱山福瀬戸内青果センター
ＳＲホールディングス㈱
㈲エルフォルグ
㈱大村仏具店
アマノ企業㈱
三和製作㈱
中根電機工業㈱
㈱前田組
㈱かこ川商店
㈲渡辺石材店
晴家㈱
光和物産㈱
㈱鞆スコレ・コーポレーション
外部理事

部　会　長
副部会長
副部会長
副部会長
副部会長
副部会長
副部会長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事

光和物産㈱
青葉出版㈱
㈱虎屋本舗
（医）かいせい
パークフーズ㈱
㈲樫木端
宇田製菓㈱
占部建設工業㈱
（宗）福山八幡宮
丸加ホールディングス㈱
㈲むらかみ
㈱コーリツ
㈱森山仏商
㈱花辰生花店
合テテ
㈱サンホテル
舞ダンスアカデミー
㈱山福瀬戸内青果センター
やまみホールディングス㈱
㈱ダイニチ
イーライン吉澤
㈱ｉＭＭＳアカデミー
㈱アペックスフーズ
㈱経済リポート
㈱髙橋塗装

女性部会役員名簿

内海　由子
村上　夏子
髙田　恵美
藤岡　直子
井上　弘子
大島　衣恵
宇田　貴美
占部　恵美子
𠮷川　明美
喜多村　尚江
園部　史江
小林　千代美
森山　郁子
林原　みよ子
玉井　悦子
坂田　玲子
吉永　　舞
柏原　淳子
山名　睦子
山本　貴代子
吉澤　恵理
中川　由美
髙橋　直美
髙橋　真木
髙橋　桂子

公益社団法人 福山法人会役員名簿
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令和8年度事業計画

Ⅰ 事業活動基本方針
法人会は、国の根幹ともいえる「税」を通じた国政への貢献を主要テーマとして
活動する団体であり、税や地域の経済・社会環境の整備改善に寄与する公益
目的事業活動を積極的に展開する。
１ 納税意識の向上・税知識の普及・啓発並びに企業の税務コンプライアンス
向上のための事業を、税務当局及び関係機関との連携・協力を得て実施
する。

２ ｅ-Ｔａｘ・ｅＬＴａｘおよびキャッシュレス納付の普及拡大の施策を実施し、
利用率の増加・推進を図る。

３ 地域社会との共生を目指し「公益性」を高めた活動を展開し、「目に見える･
形に残る社会貢献活動」を推進する。

４ 大同生命・ＡＩＧ・アフラック取扱三社とより一層の連携を図り、福利厚生
事業の充実を図る。

５ 会員増強を重点的に推進し、組織基盤の強化・維持に努め、財政基盤の
強化を図る。

Ⅱ 公益目的事業
１ 税の啓発活動
 （1）決算法人説明会（年4回）　決算期別に管内の全法人を対象に開催
 （2）新設法人説明会（年2回）　法人としての注意すべき事項について開催
 （3）改正税法説明会・税務セミナーの開催
 （4）広島国税局長講演会（尾道・三原・福山・府中法人会共催）
 （5）ブロック別研修会　支部を6ブロックに区分して、税に関する研修会を開催
 （6）税務研修会（本会・女性部会・青年部会）　福山税務署長の講演会を開催
 （7）租税教育活動
  イ 租税教室の開催　小学６年生を対象に、税の重要性を正しく理解
  　 し関心を持ってもらうために実施する。
  ロ 税に関する絵はがきコンクールの開催　天満屋ハピータウンポート
  　 プラザ店に出品作品の全てを展示（11月14日～19日）
  　 優秀作品を広島県法人会連合主催「税に関する絵はがきコンクール」
  　 に出品する。
  ハ 絵はがきコンクール優秀作品を掲載した｢カレンダー｣｢クリアファ
  　 イル｣を作成し、一般市民、小学校、公共施設等に配布する。
 （8）税の知識の普及を図るため、参考図書の配布及び研修会の開催
 （9）｢自主点検チェックシート｣の活用を推進して、税務コンプライアンス
  の向上を図る。
 （10）申告納税制度の一層の定着に資するため「消費税期限内納付推進
    運動」のノベルティグッズを作成し、各種研修等において配布する。
 （11）行政官庁が主催する「税金展」に関係民間団体と連携・協調して
    参加する。
２ 広報活動
会報誌及びホームページの内容の充実を図り、広く一般に対し、税の啓発
やｅ-Ｔａｘの普及に資するためのＰＲ活動、特に｢ダイレクト納付｣の利用推
進活動など、各種媒体を利用した税に関連した広報を実施する。

 ◆会報誌の発行
 　「会報ＦＵＫＵＹＡＭＡ」（福山法人会発行、発行部数5千部） 年2回配布
 　｢あしだ川｣（税務協力団体5団体発行、発行部数1万部） 年2回配布
 　「ほうじん」（公益財団法人全国法人会総連合発行） 年4回配布
 　「法人ひろしま」（一般社団法人広島県法人会連合会発行） 年1回配布
３ 税制提言活動
 （1）税制改正のアンケート調査を実施し、上部団体を通じて地域経済の担
  い手である中小企業の活性化に資する税制をはじめ、税のオピニオン
  リーダーとしてわが国の将来を展望した建設的な提言に努める。
 （2）公益財団法人全国法人会総連合主催の税制セミナーに参加し、税制
  について研究を行う。
 （3）公益財団法人全国法人会総連合を通じて集約された税務・税制に関
  する提言を、地元出身の国会議員、福山市長、市議会議長に持参し提
  言・要望を行う。
４ 経営支援･地域貢献活動
 （1）会計･経営セミナー、講演会、地域活性化事業等、一般市民に対象
  を広げた事業の開催

（令和8年4月1日から令和9年3月31日）

 （2）｢ハロータックスフェスタ2026｣（絵はがきコンクール作品展示 オー
  プニングセレモニー）の開催
  税に関する絵はがきコンクール作品展示・表彰式、 小学生による音楽
  会等・税金クイズ大会 の実施
 （3）税金相談会の開催
  「税を考える週間」期間中、中国税理士会福山支部の税理士による無
  料の税金相談会を開催
 （4）中国納税貯蓄組合連合会主催の「税についての作文・書写コンクール」
  （中学生対象）事業への共催
 （5）リングプル・古切手・フードロス品を収集及び寄付金を集め、福山市社会
  福祉協議会に寄贈し、車椅子等の購入資金及び福山市の福祉事業に活用
5 財政健全化のための健康経営プロジェクト事業
社会保障制度の破綻回避と安定的な国の歳入確保に寄与するため、法人
会ならではの健康経営の推進と普及に取り組む。

 （1）会員企業をはじめ全国各地の企業とともに生産性向上と収益力強化を
  実現し、税収（法人税と所得税）の増加に貢献する。
 （2）医療費の適正化に貢献することを目標に、趣旨や目的を周知し、ジェネ
  リック医薬品の活用促進、企業からの「法人会版健康経営宣言書」の提
  出促進などを行う。

Ⅲ　共益事業等
１ 福利厚生事業
会員企業の保険に対する意識の変化をはじめとして、法人会の福利厚生
制度を取巻く環境がますます厳しさを増しているが、引き続き取扱三社と
の連携を一層強化しつつ、福利厚生制度の円滑な運営、充実を目指し、法
人会の財政基盤の安定化に寄与する。
特に、福利厚生制度の中核を占める｢経営者大型総合保障制度｣の推進に
ついては、加入率の向上を目指して、女性部会・青年部会との連携を強化
し、制度の普及・推進に注力する。

 重点推進制度：
 ①経営者大型保障制度の普及・推進　大同生命保険㈱･AIG損害保険㈱
 ②企業のためのビジネスガードプランの普及・推進　AIG損害保険㈱
 ③がん保険制度の普及・推進　アフラック生命保険㈱
２ 会員支援事業
 （1）会員交流事業
  イ 異業種交流会
  ロ チャリティゴルフ大会
 （2）支部活動の充実強化
  ブロック会及び支部会の開催により、支部の自主的な活動を推進する。
 （3）女性部会・青年部会活動
  イ 女性部会
  　 事業活動を通じ、女性部会員の資質向上を図るとともに部会員相
  　 互の親睦を図る。
  　 また、｢租税教育活動｣の一環として『税に関する絵はがきコンクー
  　 ル』・『租税教室』を実施し、法人会活動に積極的に参画して会の発
  　 展に寄与する。
  ロ 青年部会
  　 事業活動に積極的に参画し、研修会及び親睦交流を通じて、次代
  　 を担う経営者としての資質向上を図り、法人会活動の充実と活性
  　 化に寄与する。
  　 また、青年部会活動の大きな柱である「租税教育活動」の一環であ
  　 る『租税教室』の積極的な展開と税の啓発活動の推進を図る。
 （4）姉妹提携法人会との交流会
  公益社団法人瀬戸旭法人会との交流会の開催及び他の法人会との
  交流会を開催する。
３ 会員増強の推進
 （1）本会、各支部は会員増強運動【1役員1社以上獲得運動】を目標に、金融
  機関・提携保険会社の協力を得て、会員5,000社（賛助会員を含む）、
  加入率55％の達成に向けて努力する。
 （2）年会費の口座振替制度の利用拡大を図るとともに、会員の退会防止
  に努める。

令和8年度収支予算書
（令和8年4月1日から令和9年3月31日）

【外部理事選任について】
　公益法人制度改正により、公益法人は外部の人を理事として１名以上選任することが義務化されました。そこ
で外部理事として宮谷ゆかり氏の選任を上程し、総会において可決承認されました。

【支部再編について】
　旭西支部と中央を統合して「旭西支部」に、蔵王支部と春日支部を統合して「蔵王春日支部」に再編することが
本年２月２７日・４月２０日の理事会で承認され、総会において報告されました。
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令和8年度事業計画

Ⅰ 事業活動基本方針
法人会は、国の根幹ともいえる「税」を通じた国政への貢献を主要テーマとして
活動する団体であり、税や地域の経済・社会環境の整備改善に寄与する公益
目的事業活動を積極的に展開する。
１ 納税意識の向上・税知識の普及・啓発並びに企業の税務コンプライアンス
向上のための事業を、税務当局及び関係機関との連携・協力を得て実施
する。

２ ｅ-Ｔａｘ・ｅＬＴａｘおよびキャッシュレス納付の普及拡大の施策を実施し、
利用率の増加・推進を図る。

３ 地域社会との共生を目指し「公益性」を高めた活動を展開し、「目に見える･
形に残る社会貢献活動」を推進する。

４ 大同生命・ＡＩＧ・アフラック取扱三社とより一層の連携を図り、福利厚生
事業の充実を図る。

５ 会員増強を重点的に推進し、組織基盤の強化・維持に努め、財政基盤の
強化を図る。

Ⅱ 公益目的事業
１ 税の啓発活動
 （1）決算法人説明会（年4回）　決算期別に管内の全法人を対象に開催
 （2）新設法人説明会（年2回）　法人としての注意すべき事項について開催
 （3）改正税法説明会・税務セミナーの開催
 （4）広島国税局長講演会（尾道・三原・福山・府中法人会共催）
 （5）ブロック別研修会　支部を6ブロックに区分して、税に関する研修会を開催
 （6）税務研修会（本会・女性部会・青年部会）　福山税務署長の講演会を開催
 （7）租税教育活動
  イ 租税教室の開催　小学６年生を対象に、税の重要性を正しく理解
  　 し関心を持ってもらうために実施する。
  ロ 税に関する絵はがきコンクールの開催　天満屋ハピータウンポート
  　 プラザ店に出品作品の全てを展示（11月14日～19日）
  　 優秀作品を広島県法人会連合主催「税に関する絵はがきコンクール」
  　 に出品する。
  ハ 絵はがきコンクール優秀作品を掲載した｢カレンダー｣｢クリアファ
  　 イル｣を作成し、一般市民、小学校、公共施設等に配布する。
 （8）税の知識の普及を図るため、参考図書の配布及び研修会の開催
 （9）｢自主点検チェックシート｣の活用を推進して、税務コンプライアンス
  の向上を図る。
 （10）申告納税制度の一層の定着に資するため「消費税期限内納付推進
    運動」のノベルティグッズを作成し、各種研修等において配布する。
 （11）行政官庁が主催する「税金展」に関係民間団体と連携・協調して
    参加する。
２ 広報活動
会報誌及びホームページの内容の充実を図り、広く一般に対し、税の啓発
やｅ-Ｔａｘの普及に資するためのＰＲ活動、特に｢ダイレクト納付｣の利用推
進活動など、各種媒体を利用した税に関連した広報を実施する。

 ◆会報誌の発行
 　「会報ＦＵＫＵＹＡＭＡ」（福山法人会発行、発行部数5千部） 年2回配布
 　｢あしだ川｣（税務協力団体5団体発行、発行部数1万部） 年2回配布
 　「ほうじん」（公益財団法人全国法人会総連合発行） 年4回配布
 　「法人ひろしま」（一般社団法人広島県法人会連合会発行） 年1回配布
３ 税制提言活動
 （1）税制改正のアンケート調査を実施し、上部団体を通じて地域経済の担
  い手である中小企業の活性化に資する税制をはじめ、税のオピニオン
  リーダーとしてわが国の将来を展望した建設的な提言に努める。
 （2）公益財団法人全国法人会総連合主催の税制セミナーに参加し、税制
  について研究を行う。
 （3）公益財団法人全国法人会総連合を通じて集約された税務・税制に関
  する提言を、地元出身の国会議員、福山市長、市議会議長に持参し提
  言・要望を行う。
４ 経営支援･地域貢献活動
 （1）会計･経営セミナー、講演会、地域活性化事業等、一般市民に対象
  を広げた事業の開催

（令和8年4月1日から令和9年3月31日）

 （2）｢ハロータックスフェスタ2026｣（絵はがきコンクール作品展示 オー
  プニングセレモニー）の開催
  税に関する絵はがきコンクール作品展示・表彰式、 小学生による音楽
  会等・税金クイズ大会 の実施
 （3）税金相談会の開催
  「税を考える週間」期間中、中国税理士会福山支部の税理士による無
  料の税金相談会を開催
 （4）中国納税貯蓄組合連合会主催の「税についての作文・書写コンクール」
  （中学生対象）事業への共催
 （5）リングプル・古切手・フードロス品を収集及び寄付金を集め、福山市社会
  福祉協議会に寄贈し、車椅子等の購入資金及び福山市の福祉事業に活用
5 財政健全化のための健康経営プロジェクト事業
社会保障制度の破綻回避と安定的な国の歳入確保に寄与するため、法人
会ならではの健康経営の推進と普及に取り組む。

 （1）会員企業をはじめ全国各地の企業とともに生産性向上と収益力強化を
  実現し、税収（法人税と所得税）の増加に貢献する。
 （2）医療費の適正化に貢献することを目標に、趣旨や目的を周知し、ジェネ
  リック医薬品の活用促進、企業からの「法人会版健康経営宣言書」の提
  出促進などを行う。

Ⅲ　共益事業等
１ 福利厚生事業
会員企業の保険に対する意識の変化をはじめとして、法人会の福利厚生
制度を取巻く環境がますます厳しさを増しているが、引き続き取扱三社と
の連携を一層強化しつつ、福利厚生制度の円滑な運営、充実を目指し、法
人会の財政基盤の安定化に寄与する。
特に、福利厚生制度の中核を占める｢経営者大型総合保障制度｣の推進に
ついては、加入率の向上を目指して、女性部会・青年部会との連携を強化
し、制度の普及・推進に注力する。

 重点推進制度：
 ①経営者大型保障制度の普及・推進　大同生命保険㈱･AIG損害保険㈱
 ②企業のためのビジネスガードプランの普及・推進　AIG損害保険㈱
 ③がん保険制度の普及・推進　アフラック生命保険㈱
２ 会員支援事業
 （1）会員交流事業
  イ 異業種交流会
  ロ チャリティゴルフ大会
 （2）支部活動の充実強化
  ブロック会及び支部会の開催により、支部の自主的な活動を推進する。
 （3）女性部会・青年部会活動
  イ 女性部会
  　 事業活動を通じ、女性部会員の資質向上を図るとともに部会員相
  　 互の親睦を図る。
  　 また、｢租税教育活動｣の一環として『税に関する絵はがきコンクー
  　 ル』・『租税教室』を実施し、法人会活動に積極的に参画して会の発
  　 展に寄与する。
  ロ 青年部会
  　 事業活動に積極的に参画し、研修会及び親睦交流を通じて、次代
  　 を担う経営者としての資質向上を図り、法人会活動の充実と活性
  　 化に寄与する。
  　 また、青年部会活動の大きな柱である「租税教育活動」の一環であ
  　 る『租税教室』の積極的な展開と税の啓発活動の推進を図る。
 （4）姉妹提携法人会との交流会
  公益社団法人瀬戸旭法人会との交流会の開催及び他の法人会との
  交流会を開催する。
３ 会員増強の推進
 （1）本会、各支部は会員増強運動【1役員1社以上獲得運動】を目標に、金融
  機関・提携保険会社の協力を得て、会員5,000社（賛助会員を含む）、
  加入率55％の達成に向けて努力する。
 （2）年会費の口座振替制度の利用拡大を図るとともに、会員の退会防止
  に努める。

令和8年度収支予算書
（令和8年4月1日から令和9年3月31日）

【外部理事選任について】
　公益法人制度改正により、公益法人は外部の人を理事として１名以上選任することが義務化されました。そこ
で外部理事として宮谷ゆかり氏の選任を上程し、総会において可決承認されました。

【支部再編について】
　旭西支部と中央を統合して「旭西支部」に、蔵王支部と春日支部を統合して「蔵王春日支部」に再編することが
本年２月２７日・４月２０日の理事会で承認され、総会において報告されました。

科　目 当年度 前年度 増減
一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1）経常収益

基本財産運用益 2,400 1,000 1,400
　基本財産受取利息 2,400 1,000 1,400
特定資産運用益 0 500 -500
　特定資産受取利息 0 500 -500
受取会費 21,111,000 21,500,000 -389,000
　正会員受取会費 20,861,000 21,250,000 -389,000
　賛助会員受取会費 250,000 250,000 0
事業収益 1,180,000 1,250,000 -70,000
　広報事業収益 120,000 150,000 -30,000
　会員親睦事業収益 1,000,000 1,000,000 0
　社会貢献事業収益 60,000 100,000 -40,000
受取補助金等 25,254,200 26,281,900 -1,027,700
　受取県連補助金 575,400 1,000,000 -424,600
　受取全法連助成金 350,000 500,000 -150,000
　受取全法連助成金振替額 23,659,800 24,281,900 -622,100
　受取全法連補助金 669,000 500,000 169,000
受取負担金 831,000 1,100,000 -269,000
　受取負担金 150,000 100,000 50,000
　青年・女性部会受取負担金 681,000 1,000,000 -319,000
雑収益 304,000 1,301,000 -997,000
　受取利息 4,000 1,000 3,000
　雑収益 300,000 1,300,000 -1,000,000
経常収益計 48,682,600 51,434,400 -2,751,800

（2）経常費用
事業費 44,616,455 37,270,000 7,346,455
　給料手当 8,971,200 7,200,000 1,771,200
　退職給付費用 241,854 240,000 1,854
　福利厚生費 26,700 192,000 -165,300
　法定福利費 1,157,000 800,000 357,000
　会議費 3,855,000 2,400,000 1,455,000
　旅費交通費 1,572,000 1,600,000 -28,000
　通信運搬費 6,694,000 4,000,000 2,694,000
　減価償却費 319,154 400,000 -80,846
　消耗什器備品費 0 80,000 -80,000
　消耗品費 2,885,000 3,200,000 -315,000
　印刷製本費 2,356,000 3,200,000 -844,000
　光熱水料費 106,800 96,000 10,800
　賃借料 1,851,200 1,760,000 91,200
　諸謝金 2,300,000 2,500,000 -200,000

科　目 当年度 前年度 増減
　支払負担金 919,000 840,000 79,000
　支払寄付金 60,000 60,000 0
　委託費 2,448,000 2,800,000 -352,000
　会場費 3,524,000 3,000,000 524,000
　広告宣伝費 460,900 850,000 -389,100
　資料費 710,000 1,000,000 -290,000
　厚生制度表彰費 60,000 100,000 -40,000
　会員交流費 2,778,000 5,000,000 -2,222,000
　報奨費 340,000 250,000 90,000
　リース料 331,700 192,000 139,700
　支払手数料 623,000 640,000 -17,000
　雑費 25,947 120,000 -94,053
管理費 4,066,145 8,740,000 -4,673,855
　給料手当 1,108,800 1,800,000 -691,200
　退職給付費用 29,892 60,000 -30,108
　福利厚生費 3,300 48,000 -44,700
　法定福利費 143,000 200,000 -57,000
　会議費 970,000 600,000 370,000
　旅費交通費 110,000 400,000 -290,000
　通信運搬費 99,000 1,000,000 -901,000
　減価償却費 39,446 100,000 -60,554
　消耗什器備品費 0 20,000 -20,000
　消耗品費 55,000 800,000 -745,000
　印刷製本費 55,000 800,000 -745,000
　光熱水料費 13,200 24,000 -10,800
　賃借料 228,800 440,000 -211,200
　委託費 0 700,000 -700,000
　租税公課 21,000 30,000 -9,000
　諸会費 750,000 800,000 -50,000
　支払負担金 18,000 210,000 -192,000
　渉外慶弔費 50,000 150,000 -100,000
　表彰費 170,000 200,000 -30,000
　新聞図書費 85,200 120,000 -34,800
　リース料 36,300 48,000 -11,700
　支払手数料 77,000 160,000 -83,000
　雑費 3,207 30,000 -26,793
経常費用計 48,682,600 46,010,000 2,672,600
　評価損益等調整前
　当期経常増減額 0 174,400 -174,400

　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 0 0 0
　一般正味財産期首残高 12,714,888 13,317,163 -602,275
　一般正味財産期末残高 12,714,888 13,317,163 -602,275

（単位：円）
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令和7年4月1日から令和8年３月31日まで正味財産増減計算書

令和７年度決算報告

科　目 当年度 前年度 増減
一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1）経常収益

基本財産運用益 10,136 83 10,053 

　基本財産受取利息 10,136 83 10,053 

受取会費 20,503,000 21,111,000 -608,000 

　正会員受取会費 20,225,000 20,861,000 -636,000 

　賛助会員受取会費 278,000 250,000 28,000 

事業収益 1,317,000 1,701,558 -384,558 

　広報事業収益 120,000 150,000 -30,000 

　会員親睦事業収益 1,154,000 1,499,558 -345,558 

　社会貢献事業収益 43,000 52,000 -9,000 

受取補助金等 25,655,721 24,789,205 866,516 

　受取中法連補助金 200,000 0 200,000 

　受取県連補助金 644,221 743,105 -98,884 

　受取全法連助成金 350,000 350,000 0 

　受取全法連助成金振替額 23,586,500 23,122,100 464,400 

　受取全法連補助金 875,000 574,000 301,000 

受取負担金 831,000 906,000 -75,000 

　受取負担金 150,000 174,000 -24,000 

　青年・女性部会受取負担金 681,000 732,000 -51,000 

雑収益 1,023,881 1,313,548 -289,667 

　受取利息 13,001 4,142 8,859 

　雑収益 1,010,880 1,309,406 -298,526 

経常収益計 49,340,738 49,821,394 -480,656 

（2）経常費用
事業費 44,932,379 45,659,075 -726,696 

　給料手当 7,311,747 7,561,841 -250,094 

　退職給付費用 1,481,960 261,913 1,220,047 

　福利厚生費 11,107 13,498 -2,391 

　法定福利費 1,082,272 1,019,384 62,888 

　会議費 2,730,070 3,498,021 -767,951 

　旅費交通費 1,963,462 1,825,089 138,373 

　通信運搬費 4,780,614 5,232,203 -451,589 

　減価償却費 310,549 343,139 -32,590 

　消耗什器備品費 217,193 0 217,193 

　消耗品費 3,672,540 3,438,556 233,984 

　印刷製本費 3,261,915 4,170,265 -908,350 

　光熱水料費 65,688 62,990 2,698 

　賃借料 1,826,036 1,845,803 -19,767 

　諸謝金 1,978,467 1,590,000 388,467 

　支払負担金 1,093,000 1,209,300 -116,300 

　支払寄付金 128,000 141,000 -13,000 

　委託費 1,953,200 2,676,700 -723,500 

　事務委託費 8,660 0 8,660 

　支払委託費 914,496 1,409,760 -495,264 

　会場費 3,183,427 3,372,636 -189,209 

　広告宣伝費 460,900 742,500 -281,600 

科　目 当年度 前年度 増減
　資料費 636,652 531,201 105,451 

　厚生制度表彰費 60,000 60,000 0 

　会員交流費 4,512,654 3,221,731 1,290,923 

　報奨費 340,000 300,000 40,000 

　リース料 282,028 282,207 -179 

　支払手数料 630,661 624,988 5,673 

　雑費 35,081 224,350 -189,269 

管理費 5,010,634 4,098,623 912,011 

　給料手当 1,131,378 934,609 196,769 

　退職給付費用 229,310 32,370 196,940 

　福利厚生費 1,719 1,667 52 

　法定福利費 167,465 125,991 41,474 

　会議費 985,395 841,269 144,126 

　旅費交通費 233,462 160,144 73,318 

　通信運搬費 143,084 70,453 72,631 

　減価償却費 48,053 42,410 5,643 

　消耗什器備品費 33,607 0 33,607 

　消耗品費 120,393 68,869 51,524 

　印刷製本費 141,154 85,604 55,550 

　光熱水料費 10,164 7,786 2,378 

　賃借料 282,550 228,133 54,417 

　保険料 76,000 0 76,000 

　租税公課 0 21,000 -21,000 

　諸会費 738,600 736,100 2,500 

　支払負担金 22,000 0 22,000 

　事務委託費 1,340 0 1,340 

　支払委託費 141,504 174,240 -32,736 

　渉外慶弔費 15,190 33,930 -18,740 

　表彰費 231,000 256,000 -25,000 

　新聞図書費 116,400 142,000 -25,600 

　リース料 37,852 31,073 6,779 

　支払手数料 97,585 77,246 20,339 

　雑費 5,429 27,729 -22,300 

経常費用計 49,943,013 49,757,698 185,315 

　評価損益等調整前
　当期経常増減額 -602,275 63,696 -665,971 

　評価損益等計 0 0 0 

　当期経常増減額 -602,275 63,696 -665,971 

２. 経常外増減の部
（1） 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 

（2） 経常外費用
経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 -602,275 63,696 -665,971 

一般正味財産期首残高 13,317,163 13,253,467 63,696 

一般正味財産期末残高 12,714,888 13,317,163 -602,275 

（単位：円）
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今後の行事予定
令和7年4月1日から令和8年３月31日まで正味財産増減計算書

令和７年度決算報告

日　　時 行　　事 開催場所

８月２４日 ㈪ 役員全員協議会（第 2 回理事会） 福山ニューキャッスルホテル

８月２７日 ㈭ 女性部会視察研修 大島能楽堂

1 ０月１日 ㈭ 決算期別説明会 福山商工会議所

1 ０月１日 ㈭ 改正税法説明会 福山商工会議所

1 ０月７日 ㈬ 絵はがきコンクール審査会 福山商工会議所

1 ０月 2２日 ㈭ 東部 4 法人会共催広島国税局長講演会 福山ニューキャッスルホテル

１１月１４日 ㈯ 絵はがきコンクール作品展示（〜１９日） 天満屋ハピータウンポートプラザ店

１１月１５日 ㈰ ハロータックスフェスタ 2026 天満屋ハピータウンポートプラザ店

日　　時 行　　事 開催場所

７月２８日 ㈫ （県）青年の集い第２回実行委員会 大同生命広島ビル

８月５日 ㈬ （県）第１回健康経営委員会 ホテルグランヴィア広島

８月 1８日 ㈫ （県）第１回総務委員会 ANA クラウンプラザホテル広島

８月２４日 ㈪ （県）青年の集い第３回実行委員会 大同生命広島ビル

９月２日 ㈬ （中）中法連第５１回定期総会 ANA クラウンプラザホテル広島

９月９日 ㈬ （県）第２回税制委員会 ホテルグランヴィア広島

９月１６日 ㈬ （県）第１回組織・厚生合同委員会 ANA クラウンプラザホテル広島

９月１８日 ㈮ （全）理事会 全法連会館

９月２９日 ㈫ （県）青年の集い第４回実行委員会 大同生命広島ビル

1 ０月８日 ㈭ （全）全国大会 茨城県

1 ０月２７日 ㈫ （県）青年の集い第５回実行委員会 大同生命広島ビル

１１月２０日 ㈮ （全）青年の集い 島根県

１１月２６日 ㈭ 中国５県連　組織・厚生合同委員会 ANA クラウンプラザホテル広島

１１月３０日 ㈪ （全）女連協役員会 横浜市

１２月２１日 ㈪ （県）青年の集い第 7 回実行委員会 大同生命広島ビル

〇全法連・県法連行事
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功労者表彰

公益社団法人福山法人会 会長表彰

荒木　栄作 ＳＲホールディングス 株式会社
吉川　純弘
髙田　恵美
博多　充宏

吉川管工 株式会社
株式会社 虎屋本舗
株式会社 扶桑商会

〔敬称略・順不同〕

公益財団法人全国法人会総連合
会長表彰（伝達）

木下　博雄 三和製作 株式会社

令和７年度 法人会活動の優れた支部・功労者の表彰

会員増強関係

◆支部目標達成（功労）賞

支
部
名

赤坂・西南・城北・ 曙 ・
春日・沖野上・南第一・
大門・鋼管・松永・神辺・
沼隈

◆個人の部

10社以上の実績

榊原　哲也
５社以上の実績

内海　由子
越智　寛高
原田憲太郎
荒木　栄作
水主川嘉範

㈱榊原商店

光和物産㈱
㈲青葉設計事務所
瀬戸内スチール㈱
ＳＲホールディングス㈱
㈱かこ川商店

3社以上の実績

西村　啓二
大目　憲正
棗田　浩成
藤井　裕康
重政　義文
藤井　利彦
渡辺　本基
藤原　勝彦

㈱都市環境研究所
㈱大目商店
㈱三幸社
㈱藤井油圧工業商会
㈱重政商店
㈱明和
㈲渡辺石材店
㈲藤原溶接

福利厚生関係

◆紹介運動 功労賞

支
部
名

曙 ・城東

・個人の部
成約保険金１億円以上の実績

榊原　哲也
荒木　栄作

㈱榊原商店
ＳＲホールディングス㈱

〔敬称略・順不同〕

一般社団法人広島県法人会連合会
会長表彰（伝達）

特別講演会（講師 齋藤 孝 氏）開催
　令和８年度第１５回通常総会特別講演会では、２００１年に出版された「声
に出して読みたい日本語」がシリーズ２６０万部のベストセラーになり日本語ブーム
をつくった齋藤孝氏をお招きしました。著書に「三色ボールペンで読む日本語」
「コミュニケーション力」等多数有り、著書累計出版部数は１０００万部を超え、
また「世界一受けたい授業」他コメンテーターとしてテレビにも多数出演し幅広
くご活躍されておられます。齋藤氏には講師として「日本語力とコミニュニケー
ション力」を演題としてご講演をいただきました。
　開演と同時に、齋藤ワールドに会場全体が一気に引き込まれあっという間
の時間となりました。雑談の大切さ、本当のコミュニケーションとは ? 等、ユーモアをたっぷり織り交ぜながらの話（笑う、
驚く、褒める）で会場内は終始爆笑の渦となりました。
　最後は、参加者全員によるワークも実践し、参加者全員で盛り上がる中で終了となりました。

・団体の部
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第２６回 税に関する絵はがきコンクール募集を開始します

応募要領

●福山法人会会長賞　6点　（金 賞 1点、 銀 賞 2点、 銅 賞 ３点）
●特別賞　6点（福山税務署長賞、福山市租税教育推進協議会代表幹事賞、福山市教育委員会教育長賞、
　福山市長賞、福山市議会議長賞・中国税理士会福山支部長賞）
●学校賞　3校　　●入　選　130点

応募作品に関する権利は、ご応募と同時に主催者である法人会に帰属します。
応募作品は、パンフレット等への掲載、または法人会が行う事業において展示することがあります。
応募者の個人情報は、入選者等への連絡や表彰状の送付、展示など「税に関する絵はがき
コンクール」事業実施のためにのみ使用します。

（1）
（2）
（3）

◇テ ー マ
◇応募資格
◇応募方法
◇応募締切
◇審　　査

◇注意事項

税に関する絵
小学校および義務教育学校（前期課程）6年生が対象です。
規定の応募用紙を使用し、氏名等の必要事項をご記入の上、学校よりご応募ください。
令和8年９月１８日（金） 福山法人会事務局　必着
全応募作品を、複数の審査員により公正に審査を行い選定いたします。

公益社団法人 福山法人会事務局
〒720-0067 福山市西町2丁目10番1号 福山商工会議所ビル4階
TEL（084）921-7815　FAX（084）931-1580

（税金で造られている建物･施設、税金で購入
される物品、税金で行われている仕事など）

健全な納税者団体、よき経営者を
めざすものの団体…これが法人会です

〈主　催〉 公益社団法人 福山法人会、 公益財団法人 全国法人会総連合
〈後　援〉 福山市租税教育推進協議会、 福山市教育委員会、 国税庁

税のオピニオンリーダーとして公平で健全な税制の実現や税の啓
発・租税教育活動を積極的にすすめる団体です。また、地域に密着し
た活動を行い地域社会のお役に立っています。

法人会とは

第２6回 税に関する

◇問い合せ先

　当会では、福山市租税教育推進協議会と連携、次代を担う子どもたち
に、税の重要性を正しく理解し、関心を持ってもらうことを目的とし、
青年部会・女性部会の会員が地元小学校を訪問し、さまざまな工夫を
凝らし、租税教室を開催しています。

租税教室始まる

担　当 小学校（対象児童） 実施年月日 講師・会社名
青年部会 福山市立曙小学校 ２０２６年４月２８日 栗原裕典（㈲エルフォルグ）・藤本俊（宝和ホールディングス㈱）

福山市立緑丘小学校 ２０２６年５月７日 村上雄平（㈱セブンセンシズ）・村上達彦（㈱鞆スコレ・コーポレーション）
福山市立遺芳丘小学校 ２０２６年５月８日 村上恭久（㈱備後ムラカミ）・村上勇介（青葉出版㈱）
福山市立日吉台小学校 ２０２６年５月１２日 小林孝章（大福ホーム㈱）・大西脩冊（㈱ロポロデザインクリエーション）
福山市立明王台小学校 ２０２６年５月１３日 工藤将大（㈱仲心）・佐藤大悟（二葉印刷㈲）
福山市立霞小学校 ２０２６年５月１８日 梶原庸央（梶原化学工業㈱）・藤本俊（宝和ホールディングス㈱）
福山市立旭小学校 ２０２６年５月２０日 塩出喬史（（同）ｌｅｇａｔｏ）・藤井惠太（㈱フジイ大理石工業）
福山市立道上小学校 ２０２６年５月２１日 藤井謙佑（㈱藤井油圧工業商会）・柿原圭介（㈲柿原銘板製作所）
福山市立御野小学校 ２０２６年５月２５日 重政延和（㈲重政石材店）・佐藤大起（㈱サンエス）
福山市立想青学園（前期課程） ２０２６年５月２６日 末川千沙（AIG損害保険㈱）・村上弘毅（㈱プランサーバー）
福山市立加茂小学校 ２０２６年５月２８日 甲斐淳芳（㈲オリーブハウス）・安部秀志（㈱ベストインシュアランス）
福山市立多治米小学校 ２０２６年５月２９日 德岡旭（㈱徳岡伝統建築研究所）・池田義明（㈱イケダボルト）
福山市立西小学校 ２０２６年６月２日 金光宗一郎（㈱SOPAKかねみつ）・濱畑亮太（ハマ不動産㈱）
福山市立野々浜小学校 ２０２６年６月3日 東晃弘（㈲東看板店）・森下順平（㈱青陽社）
福山市立藤江小学校 ２０２６年６月４日 後藤和幸（㈲ゴトウ工房）
福山市立常石ともに学園 ２０２６年６月５日 西岡芳仁（㈱広島ヤマニシ）・村上弘毅（㈱プランサーバー）
福山市立神村小学校 ２０２６年６月８日 西岡芳仁（㈱広島ヤマニシ）・門田治己（㈲勉強堂）
福山市立深津小学校 ２０２６年６月９日 山田芳正（㈱ハクスイ）・吉川泰正（（宗）福山八幡宮）
福山市立水呑小学校 ２０２６年６月１１日 野口一郎（富野機工㈱）・吉本武史（㈱吉久）
福山暁の星小学校 ２０２６年６月１２日 坂谷祐一郎（タツミ電工㈱）・重政憲男（㈱重政商店）
福山市立瀬戸小学校 ２０２６年６月１６日 松坂篤（松坂産業㈱）・高橋真木（㈱経済リポート）

女性部会 福山市立光小学校 ２０２６年５月１９日 内海由子（光和物産㈱）・井上弘子（パークフーズ㈱）・宇田貴美（宇田製菓㈱）・髙田恵美（㈱虎屋本舗）
福山市立赤坂小学校 ２０２６年５月27日 内海由子（光和物産㈱）・大島衣恵（㈲樫木端）・藤岡直子（（医）かいせい）
福山市立本郷小学校 ２０２６年６月８日 内海由子（光和物産㈱）・井上弘子（パークフーズ㈱））・髙田恵美（㈱虎屋本舗）
英数学館小学校 ２０２６年６月１６日 内海由子（光和物産㈱）・藤岡直子（（医）かいせい）
福山市立千田小学校 ２０２６年６月18日 内海由子（光和物産㈱）・宇田貴美（宇田製菓㈱）

【租税教室実施状況】 （4月1日〜6月１８日まで）

福山市立遺芳丘小学校 福山市立加茂小学校 福山暁の星小学校 福山市立深津小学校 福山市立水呑小学校 福山市立藤江小学校
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　４月１５日、第５０回定時総会が開かれ、５１年目の新たなスタートを

切ったわけですが、５０年の歴史に裏付けられた女性部会本来の創始

の精神と、次なる１００年を見据えた挑戦の気概をもって、一つ一つの

事業に取り組んで参りたいと思っております。

　６月５日の役員会をもって、今年度の税に関する絵はがきコンクール

もスタートいたしました。私たちの新しい門出に、引き続いてのご理解

ご協力をお願い申し上げます。

第５０回定時総会を開催

女性部会部会長

内海　由子
光和物産㈱

女性部会部会長あいさつ

女性部会

［新年互礼会］
1月23日、福山ニューキャッスルホテルに於いて、令和７年度新年互礼会を開催

税務研修
宮崎和也筆頭副署長

ご来賓祝辞 
菊池浩文 福山税務署長

村上康恵 女連協会長

ご来賓祝辞 
榊原哲也 福山法人会副会長

税務研修 
遠藤正博 法人課税第一部門統括官

代表による
「やまびこさん」の紹介

大懇親会①

祝宴の始まり
大島衣恵副部会長 福山市社会福祉協議会へ 余剰食品の贈呈

第１回フードロス協力抽選会
優勝の坂本紀久子さん

新役員 髙橋桂子さん（左）
新入会員 藤井結香さん（右）

［第50回定時総会］
4月15日、福山ニューキャッスルホテルに於いて、第50回定時総
会を開催

［視察研修］
3月24日、『井原・田中美術
館』にて里帰り中の鏡獅子を
鑑賞した後、篤姫の宿として
知られる『矢掛本陣・石井家
住宅』を見学

新しくなった田中美術館に
感激の参加者

福山市立光小学校 福山市立本郷小学校

［租税教室講師］
5月1９日光小学校、5月27日赤坂小学校、6月8日本郷小学校、
6月16日英数学館小学校、6月18日千田小学校、7月9日鞆の浦学園

大懇親会② 視察研修 東京タワー

［全国女性フォーラム埼玉大会］
4月16日、大宮ソニックシティに於いて開催された、第20回全国
女性フォーラムに出席

— 13 —



　４月１５日、第５０回定時総会が開かれ、５１年目の新たなスタートを

切ったわけですが、５０年の歴史に裏付けられた女性部会本来の創始

の精神と、次なる１００年を見据えた挑戦の気概をもって、一つ一つの

事業に取り組んで参りたいと思っております。

　６月５日の役員会をもって、今年度の税に関する絵はがきコンクール

もスタートいたしました。私たちの新しい門出に、引き続いてのご理解

ご協力をお願い申し上げます。

第５０回定時総会を開催

女性部会部会長

内海　由子
光和物産㈱

女性部会部会長あいさつ

女性部会

［新年互礼会］
1月23日、福山ニューキャッスルホテルに於いて、令和７年度新年互礼会を開催

税務研修
宮崎和也筆頭副署長

ご来賓祝辞 
菊池浩文 福山税務署長

村上康恵 女連協会長

ご来賓祝辞 
榊原哲也 福山法人会副会長

税務研修 
遠藤正博 法人課税第一部門統括官

代表による
「やまびこさん」の紹介

大懇親会①

祝宴の始まり
大島衣恵副部会長 福山市社会福祉協議会へ 余剰食品の贈呈

第１回フードロス協力抽選会
優勝の坂本紀久子さん

新役員 髙橋桂子さん（左）
新入会員 藤井結香さん（右）

［第50回定時総会］
4月15日、福山ニューキャッスルホテルに於いて、第50回定時総
会を開催

［視察研修］
3月24日、『井原・田中美術
館』にて里帰り中の鏡獅子を
鑑賞した後、篤姫の宿として
知られる『矢掛本陣・石井家
住宅』を見学

新しくなった田中美術館に
感激の参加者

福山市立光小学校 福山市立本郷小学校

［租税教室講師］
5月1９日光小学校、5月27日赤坂小学校、6月8日本郷小学校、
6月16日英数学館小学校、6月18日千田小学校、7月9日鞆の浦学園

大懇親会② 視察研修 東京タワー

［全国女性フォーラム埼玉大会］
4月16日、大宮ソニックシティに於いて開催された、第20回全国
女性フォーラムに出席

　平素より青年部会活動に対し、格別のご理解とご協力を賜り、
心より御礼申し上げます。
　昨年度、青年部会では租税教育活動を中心に、地域社会への貢献
と会員相互の研鑽に取り組んでまいりました。租税教室では、未来
を担う子どもたちに税の意義や役割を分かりやすく伝える活動を継続
し、多くの会員の皆様のご協力のもと実施することができました。
　また、長年にわたる地道な取り組みが評価され、「全国青年の集い
山梨大会」の租税教育活動プレゼンテーションにおいて奨励賞を受賞
することができました。これは諸先輩方の積み重ねて来られた活動
の成果であり、ご尽力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。今回
の受賞を機に、同事業の益々の進化・発展を図ってまいります。
　また、健康経営事業では、親会の健康経営委員会と共催で講演会
とワークショップを開催し、会員企業のウェルビーイングの向上や
健全な組織運営のあり方について学び、企業の持続的な成長におい
て人的資本が何より重要であることを改めて認識する機会となりま
した。
　更に、3 月の海外視察研修ではベトナム・ダナンを訪問し、現地
企業や経済環境の実情に触れることで、急速な発展を遂げる海外市場
の活力や多様な価値観を学ぶ貴重な機会となりました。グローバル

な視点を持つことの重要性を改めて実感するとともに、地域企業の
発展にも活かせる多くの示唆を得ることができました。
　本年度も、法人会の理念である「税のオピニオンリーダー」として
の役割を果たしながら、租税教育活動のさらなる充実を図ってまい
ります。また、会員同士の交流や研修機会を通じて、経営者として
の資質向上と地域経済の発展に寄与できる活動を展開してまいり
たいと考えております。
　青年部会は、同世代の経営者・後継者が学び、語り合い、成長でき
る貴重な場です。会員の皆様にとって有意義で魅力ある活動を目指し
てまいりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

第４９回定時総会を開催

青年部会部会長

村上　達彦
㈱鞆スコレ・コーポレーション

　令和８年４月１６日福山ニューキャッスルホテルにて青年部会定時総会を開催し、令和８年度事
業計画等が決定されました。

青年部会

令和８年度事業計画
（令和８年4月1日から令和９年3月31日）

青年部会部会長あいさつ

公益関係
(1) 税の啓発活動・租税教育活動
　『租税教室』をはじめ、租税教育活動の積極的な展開
と、税の啓発活動の推進を図る事業を行う。広報誌の
青年部会紙面充実とともに、税の啓発活動などの法人
会活動をPRする。

(2) 税制提言活動
　税制改正要望事項のアンケートに協力し、提言活動
を実施する。

(3) 社会貢献活動
社会保障制度の破綻回避と安定的な国の歳入確保に
寄与するため、法人会ならではの健康経営の推進と普及
に取り組む。

(4) 地域貢献活動
　例会、公開講演会を開催し、地域企業の若手経営者
の育成と企業の後継者づくりを促進する事業を行う
とともに、地域社会への貢献活動を展開する。
　｢経営者の声｣～法人会アンケート調査システム～
の普及・活用に努める。

(5) 全国青年の集い・広島県青年の集い
　｢法人会青年の集い｣に参加し、租税教育や税の啓発
活動、社会貢献活動等の取り組みについて、情報の共
有化を図る。

共益関係
(1) 福利厚生事業
　法人会の福利厚生制度の周知徹底、加入促進を展開
する。

(2) 会員支援事業
　異業種交流を通じて青年部会員の交流・情報交換を
行うとともに部会員相互の親睦を図る。

(3) 会員増強活動
　本会の会員増強運動に協力するとともに、引き続き
積極的に青年部会員の増強運動に努める。

管理関係
(1) 諸会議
① 総会の開催
② 理事会の開催
③ 常任理事会の開催
④ その他、必要な会議の開催

(2) その他
① 公益財団法人全国法人会総連合、一般社団法人広
島県法人会連合会の推進する青年部会事業に積極的
に参加し、部会員の研修、他の法人会青年部会等との
交流など情報交換に努める。
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健康経営を法人会全体の取組へ
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社会保障給付費の見通し
医療 介護 年金等

140兆円
社会保険料収入 82.2兆円

社会保障給付費

140.7兆円
（兆円）

（年度）

190兆円

社会保障給付費への公費（税）の投入は
年々増え続けている。

社会保障給付費は2040年には190兆円に
達すると推計されている。

3. 「財政健全化のための健康経営」誕生の背景

（出典）国立社会保障・人口問題研究所 ※2025年度は予算ベース

（経済産業省「これからの健康経営」より作成

58.5兆円

（兆円）

現状 将来

公費（税）の投入

法人会版健康経営は「子供たちの未来」のための取組です

健康経営法 人 会 版

法 人 会

法人会は「健康経営 」に取組んでいます。

公費投入の“しわ寄せ”は子供たちに

健康経営で
100％企業は
強くなる

Ⓡ

法人会版「経営経営」について
詳しくはこちらの二次元コードから

▲
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健康経営の取組み

◆従業員の健康増進
◆コミュニケーションの改善

生産性向上

人材確保への
好影響

企業収益拡大

企業イメージ向上
税収増による
財政健全化

会員企業が健康経営に取組むメリット

法人会版「健康経営宣言」のご案内

健康経営で「企業価値の向上」を目指しましょう。
それが税収増・財政健全化につながります

スマートフォンからわずか 5分で完了。 「あなたの会社も健康経営の環に参加しよう！」

法人会版健康経営
問い合わせ先（ 公財）全国法人会総連合事務局
TEL：03-3357-6681　メール：mail@zenkokuhojinkai.or.jp
https://kenko-keiei.zenkokuhojinkai.jp/

二次元コードから
健康経営宣言フォームへ

必要事項を入力して
【提出】ボタンを押す

【健康経営の取組み例】
▼全社員の健康診断受診及び再診の徹底
▼喫煙者の禁煙（分煙）の取組み
▼運動や食事に関するワンポイントアドバイスを定期的に社内掲示する
▼ノー残業デーの制定や有給休暇取得促進の取組み
▼ストレスチェックの実施、メンタルヘルス講習等の実施
▼社内運動会やサークル活動の開催
▼社長と従業員の1on1面談を実施
▼法人会や地域の社会貢献活動等に積極的に参加する　など・・・
※他にも自社にあわせてできる取組みを始めてください！

◆リクルートへの好影響
◆従業員の健康増進
◆従業員のモチベーションアップ
◆職場環境の改善

◆離職率の低下
◆社内コミュニケーション改善
◆生産性の向上
◆業績向上　　　　　　など・・・

期待される
取組み効果例

「健康経営 」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

法人会版健康経営にご賛同下さい
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広島支社　福山営業所/
広島県福山市霞町1-2-11（太陽生命ビル6F） TEL 084-922-0399

広島支店/
広島県広島市中区基町12-6（ＡＩＧ広島ビル） TEL 082-535-6010
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